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里山森守活動隊_籾木里山_令和4年12月8日 籾木入口草刈り

里山森守活動隊_新富丹三郎里山　
令和4年12月10日

クヌギ養生
　4年目のクヌギは陽当
たりが良く、立派になっ
ているが、昨年度の分は
まだひ弱い。
ハウス内の椎茸も立派に
なっていた。

令和4年9月24日	   令和4年10月30日	
新富丹三郎 道具小屋作り ・ クヌギ養生

　いずれの日も、クヌギの養生と道具小屋づくりだが、
作業に精一杯で、写真が不十分であった。

里山森守活動隊_新富丹三郎里山　
令和4年10月1日

クヌギ養生

　一年ぶりの籾木だ。
この籾木の近くに山
林を買って開墾し、
畑や植樹を楽しんで
いるという知人に出
会い意気投合し、車
を停めるのがやっと
というくらいの藪に	
なっていた駐車場の
草刈りを一緒にした。

　　　　　　　平成30年(2018)12月に新富丹三郎里
　　山にクヌギを植栽してからほぼ4年になっている。
　　今年度は春先から少しずつ手入れをしていたの
　　で、活動開始の時に下草刈りから始める必要は
　　なかった。
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里山森守活動隊_籾木里山　令和4年12月11日

道普請・伐採地下草刈り
　毎年、まず現地に入るための堤防の
道普請から始まる。前の週に駐車場だ
けは草刈りしていたが、あちこちに竹
が出ていて大変であった。それでも伐
採地の藪は年々低くはなっている。
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里山森守活動隊_新富丹三郎里山　令和4年12月18日

道具小屋作り
　以前から作っていた道具置き場が台風で何度も破されていた
ので、都城市山田に設置していたログハウスを新富の畑で道具
小屋として使用することにした。解体・移動は、ありん子の森
守活動のはじまる前だった。が、その後、数度の作業を経てな
んとか形になった。材はかなりの本体部分は再利用であったが、
デッキなどに新しい材を使用した。
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里山森守活動隊_籾木里山　令和4年12月25日

クヌギ伐採
　立派なクヌギなら良いというものでもない。
玉切りしてなんとか持てる大きさの重さでな
いとどんなに大変か。そんなことも分かって
きたので、手頃な太さの木を探して切る。
　木の倒し方・方向、それに合わせたチェン
ソーの使い方・角度、そして安全な構え方。
指導者の宮本さんの手ほどきはさすがで有り
難い。
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里山森守活動隊_平原里山　令和5年1月8日

道普請 ・ クヌギ養生
　前年は手入れが行き届かなかった平原の奥の
クヌギの養生をした。それでも時々宮本さんが
下草を刈ってくれているようで有り難かった。
　平成28年(2016)1月に苗木を植栽しているか
ら、もう6年目になる。休憩小屋のある畑側のク
ヌギは、日当たりの良いところはもう立派に育っ
ているのだが、こちらはどうしても斜面で陽が遮
られているし、木々のたてこんだ間にあるのでな
かなかだ。それでも根付いている。もう少し経っ
たら伸びはじめることを願って養生する。その後、
草刈り機の歯の交換を学ぶ。これまで何度もし
ているのだけれ
ど相変わらず 
なかなかだ。
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里山森守活動隊_東畑里山　令和5年1月15日

クヌギ養生
　東畑のクヌギ林は山の上なのでそこ
まで登っていくのも結構きつい。今年
度最初の東畑の活動だが、登り口から
の下草などきれいに払われていた。人
が身近に住み、人の目が届き、人が出
入りする里山というものの見事な自然
さを教えられる。
　お塩と焼酎をまいてご挨拶をし開始
となった。日当たりは充分でスクスク
と育っていて、植樹してちょうど1年だ。
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里山森守活動隊_籾木里山　令和5年1月29日

玉切り準備
　玉切りと搬出を控えて
林地を整備する。入口付
近はまずまず出来ている
が、奥がまだまだだ。
　このところ乗り入れる
車が増えてきているので、
道路から入ったところに
車の回転場所が欲しいの
で、堤防から丘の崖まで
の整備にもとりかかる。
　林地では一昨年伐採し
たクヌギの株からひこば
えが出ている。逞しい。

令和5年1月9日	   
令和5年1月22日
新富丹三郎 

道具小屋作り

クヌギ養生

いずれの日も、クヌギの養生
と道具小屋づくりだが、作業
に精一杯で、写真が不十分で
あった。

大字八代南俣字馬登3761番1

山崎鶴子　大字深年3520番地
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里山森守活動隊_馬登里山　令和5年2月4日

クヌギ植栽
　籾木のクヌギ林の手前の竹山に新たにク
ヌギを植栽することになった。苗木生産組
合に300本お願いした。竹山はこの日まで
にかなり伐採されていた。植樹後二日目に
雨が降り、その後もたびたび雨が降ってい
ることが功を奏して，順調に根付いている
ようだ。植樹のとき西側にあった杉の木も、
全部が伐採された。これで，日当たりがさ
らに良くなり、加えて、杉の枝や葉が落ち
てくることもなくなったので、生育にはと
ても良い条件となったようだ。
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里山森守活動隊_籾木里山　令和5年2月5日

クヌギ玉切り
　いよいよ本番・玉切りだ。
森の中にチェンソーの音が響
く。チェンソーは宮本さんが
ずいぶん手入れをしてくれて
いるのだが、それを実際に自
分でするとなるとなかなか出
来るもんではない。初めての
女性も加わってびっくりしな
がら楽しそうであった。去年
の台風の時の雷が落ちた木が
あり、折れた上に根の方まで
芯が焼けていた。
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里山森守活動隊_籾木～新富丹三郎里山　令和5年2月12日

クヌギ搬出
　籾木から新富にクヌギを搬出。いつもの
ことだが、小さなキャタピラーのついた搬
出用の車がすごい。林業がいかに大変かを
少しづつ分かってきているのだが、山でど
んなに木を伐採しても山出しするのがとて
つもなく困難であることを、こんな小さな
林であっても痛感する。働く人達の叡智と
工夫が山には沢山ある。ロープ掛けは、一
年ぶりで、やっぱり忘れている。
　新富では昨年まで置いていたハウスの中
では陽がさしすぎるので、東側の林間に床
をつくって置くことにした。
　都城においていたログハウスを移築し、
材はなるべく再利用で作った道具小屋のデ
ッキで一休みできるようになった。
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里山森守活動隊_

籾木～平原里山　
令和5年2月18日
クヌギ搬出
　平原にクヌギ搬出。慣れてきたとはいえ重い。
最初始めた頃は、ホダギは1mで切っていたが、
80cmにすることにした。それでも重い。手頃
な太さで伐らないといけない。この林には、も
う太すぎて絶対に持てないというクヌギも結構
ある。それは、いずれツリーハウスにしたいね
などと話が弾む。
　平原に着いた時は疲れ果てていて、コロコロ
と転がす。
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里山森守活動隊_東畑里山　令和5年2月19日

クヌギ補植　

　ヤマグリ2本とクヌギ10本を追加で
植栽した。陽射しも良く生育は良いの
だが、前回の植栽で少し開いたところ
があるようだったので、実のなる木も
楽しみだ。畝の間の雑草とりの管理機
を師匠が準備してくれていた。ちょっ
と小高い林地に登っていくのは相変わ
らず少しシンドイが、作業を始めてみ
ると夢中になる。　
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里山森守活動隊_平原里山　令和5年2月25日
駒うち

　昨年くらいから新しい人の
参加があっている。特に駒う
ちはどの人も興味関心がつよ
い。平原では、新しく購入さ
せて頂いた駒うち専用のドラ
イバーを先日転がしておいた
ホダギに使ってみる。これま
でのと違って格段に軽い。特
に引き抜く時が素早く、驚く
ほどに能率が上がった。

里山森守活動隊_新富丹三郎里山　令和5年2月26日

駒うち

　今年度は、いつもの平原・新
富の駒うちに加えて、籾木で積
み残したクヌギを現地で駒うち
をして林間に並べることにした
ので、駒うちは三か所でしなけ
ればいけないことになった。ち
ょっとシンドイが、山に行くと
いう感覚がとても気持ちが良い。
駒も結局8000個買ったのだが、
足りるかどうか。　　　
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里山森守活動隊_新富丹三郎里山　令和45年3月4日

	 	 　　これまで一度も入ったことのない	
	 	 　　林にいよいよ挑戦だ。入口をきれ
いにしてしまおうと思ったら、日陰ができるような切
り方をしないといけないと言われる。成るほどだ。ホ
ダギを立てる時にも上下があり、上を下にするのだと
言われる。何度も教えたゾっと。さらに底面が土から
浮かないように土をかぶせることであった。

ホダギ組み
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里山森守活動隊_籾木里山　令和5年3月5日

クヌギ補植_ヤマグリ植栽

　ここ籾木はかつて川砂利採取地であったという。
ここのクヌギを伐採しはじめてから5年になる。ず
いぶんスッキリしてきた。補植しないといけない。

里山森守活動隊_平原里山　令和5年3月11日

ホダギ組み　　
　平原のクヌギ組みをする。
いつものメンバーだけでゆっくり作業。
先日は駒うちだけで疲れ果てていたのだ。
昨年までの椎茸が立派に育っていた。
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里山森守活動隊_籾木里山　令和5年3月12日

伐採地整備

駒うち ・ ホダギ組み
　伐採したけど重くて持てない原木は、こ
こで駒うちをすることにした。チェンソー
は土を切ってはいけない。テコで浮かして
切る。先日補色したクヌギとヤマグリに支
柱を立てる。寒冷紗の落ち着かせ方、咄嗟
の工夫には成るほどだ。いつも頑張ってく
れるキャタピラー車と森がよく似合う。
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里山森守活動隊_新富丹三郎_整備　令和5年3月16日

クヌギ組み整備

追加植栽整備

　今年度の活動がようやく完
了。結局、駒うちは、平原・新
富・籾木と三か所。植樹および
補植は、平原・新富・東畑・籾木・
馬登と五か所になった。購入種
ゴマも結構増えてきている。そ
れでも同じような日数と労力で
出来てきているというのは、少
しは学習しているということだ
ろうか。
　また、最初に平原にウッドデ
ッキや水タンクなどを設置した
経験があったので、今年度の新
富の道具小屋づくりも手順が推
測できたので、なんとか完成に
こぎついた。
都城から移転したり新富で立ち
上げたりの労力はかなりかかっ
たけれど、それは、ありん子の
活動開始の前だったので、ほと
んどは手出しの拠出で行った
が、休憩場所ともなるデッキな
どはお世話になった。

　　　　　　　　　


